
© 一般社団法人日本呼吸器学会 www.jrs.or.jp/

呼吸器の病気
Respiratory disease

感染性呼吸器疾患

ういるすせいはいえん

ウイルス性肺炎（サイトメガロウイルス肺炎、インフルエンザ、MERSなど）

A-11

【概要】

ウイルス感染によっておこる肺炎です。ウイル

スが単独で肺に感染して発症するタイプと、ウイ

ルスと細菌が同時期に感染して発症するものがあ

ります。冬季に流行するインフルエンザでは、イ

ンフルエンザ後に細菌性肺炎を発症することがあ

りますが、この場合は厳密にはウイルス肺炎では

ありません。

【疫学】

さまざまなウイルスの感染で肺炎を来すことが

知られています。乳幼児や高齢者ではインフル

エンザウイルス、乳幼児ではRSウイルス、アデノ

ウイルス、ヒトメタニューモウイルスなど、免疫

抑制者ではサイトメガロウイルス、中東などの流

行地ではMERSコロナウイルスなどがあげられま

す。麻疹ウイルス、水痘ウイルスでも肺炎を来す

ことがあります。

【発症のメカニズム】

インフルエンザウイルスなど多くのウイルスは

体外から感染します（外因性感染）が、サイトメガ

ロウイルスではもともと感染し体内に潜んでいた

ものが、患者の免疫状態の悪化に付け込んで肺炎

を発症（内因性感染）する場合があります。

【症状】

発熱、咳、重症の場合は呼吸困難を呈します。

細菌性肺炎と異なり、膿性痰が出にくいのが特徴

です。他の全身症状としては筋肉痛、頭痛、全身

倦怠感などを認めることも多いとされます。

【診断】

インフルエンザウイルス感染ではのどや鼻の奥

から綿棒でインフルエンザウイルス抗原を検出し

ます。RSウイルス、ヒトメタニューモウイルス、

アデノウイルスでも迅速診断キットで臨床診断可

能です。また、病初期と回復期の2回採血検査を

行って（2回採血するのでペア血清と言います）、2

回目に抗体価の上昇が認められれば診断は確定し

ます。

【治療】

インフルエンザウイルスでは抗インフルエンザ

ウイルス薬を用います。サイトメガロウイルスや

水痘ウイルスにも抗ウイルス薬があります。しか

し、多くのウイルスに対する治療薬はまだ確立さ

れていません。したがって対症療法が重要となり

ます。解熱薬、適切な輸液、鎮咳薬、去痰薬など

を使用し、保温、保湿、栄養補給などを行います。

重症例では酸素吸入をおこなったり人工呼吸を行

う場合もあります。

【生活上の注意】

インフルエンザでは、流行地域では人ごみを避

ける、マスク着用、手洗いの励行を心掛けること

が大切です。インフルエンザ、麻疹、水痘などは

ワクチンで予防することができるので、適切にワ

クチンを接種しておくことが重要です。

【予後】

高齢者ではインフルエンザウイルス肺炎が原因

で死亡することもあります。原因ウイルスや患者

の状態により予後不良のこともあります。

詳しい情報については、下記サイトをご参照く

ださい。
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『症状から』 対応方法などを Q&A 形式でお答えします。『疾患別』に症状や、診断・治療方法を解説しています。

※ここに書かれている内容は、あくまで一般的なものであり、必ずしも貴方の病気にあてはまらない事も
　ありますので、この内容を参考にし、呼吸器の専門医の診察を受けてください。
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